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経済

環境

事業者名 株式会社　亀井建設

地域の人が安心して暮らせる社会を実現するために、インフラ構築、省エネ、環境保護に取り組む。また
会社組織だけでなく従業員一人一人がそのことを意識しSDGｓ達成に向けて活動していく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

外国人労働者の人材育成

働きやすい職場環境の構築
・時間外労働の削減
・有給休暇の取得促進

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

地域の人が安心して暮らせる社会を実現するために、インフラ構築、省エネ、環境保護に取り組む。また
会社組織だけでなく従業員一人一人がそのことを意識しSDGｓ達成に向けて活動していく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

人材育成と新卒中途の雇用促進

・外国人労働者の資格取得
10件以上（現在0件　2022年9月
に入社予定のため）
・新規雇用　　現在0名
2025年まで2名

環境資源保全のために社用車のEV（電気自動車）を導入
する。

社会

経済

環境

社会

経済 1台

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確
認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

2025年まで
・一人当たり月平均時間外労働10
時間
以内（現在20時間）
・年次有給休暇取得率70％
（現在　50％）

前期の指標に対する実績

働きやすい職場環境の構築
・時間外労働の削減
・有給休暇の取得促進

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

・時間外労働の削減　　　達成
・有給休暇の取得促進　　達成

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 現場での機材購入を優先し、社用車を購入を先送りして
しまった。

現在　０台
２０２５年　0台

a ・資格取得　未達成　　　外国語に対応している技能講習
が少なく取得できなかった。
・新規雇用　達成

項目
時間外労働の削減　有給休暇の取
得

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

環境資源保全のために社用車のEV（電気自動
車）の導入

現状（2025年） 更新時（3年後）

・外国人労働者の資格取得
目標　10件　　実績　2件
・新規雇用　　3名

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

0台

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

現在　０台
２０２５年　１台

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

・月平均時間外労働10時間以内
（現在8時間）
・年次有給休暇取得率70％（現在
90％）

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 外国人労働者の資格取得

現状（2025年） 更新時（3年後）

2件

月平均時間外労働
8時間

年次有給休暇取得率
90％

月平均時間外労働
5時間

年次有給休暇取得率
100％

項目 EV車の導入

10件


